
みなさん、こんにちは。

東部ｄｅ学ぶ動画コンテンツ第２弾の今回は、「国指
定特別史跡 『埼玉（さきたま）古墳群』」を調べたい
と思います。県立さきたま史跡の博物館には、資料提供
や動画作成の協力をいただきました。
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ところでみなさん、古墳って何か知っていますか？

６年生のみなさんは、社会科で学習しましたか？

古墳は、昔の人のお墓です。それも、豪族というその
地域で力を持っていた人のお墓です。自分が亡くなった
あとにも、自分の力の大きさを示すために、大きく豪華
なお墓をつくらせました。
今のように、ブルドーザーやショベルカーなどない時

代ですから、この工事には長い年月とたくさんの人の力
が必要だったことが伺えます。
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さあ、それでは、埼玉が日本に誇る、埼玉古墳群につい
てくわしく調べていきましょう！

まずは「稲荷山(いなりやま)古墳(こふん)」です。埼玉
古墳群で、最初につくられた前方後円墳です。５世紀後半、
古墳時代につくられたと考えられています。

５世紀後半は、今が２１世紀ですから、今から１５００
年以上前につくられたんですね。

前方後円墳は、ドアのカギ穴みたいな形をしています
よね！

国宝の金錯銘鉄剣(きんさくめいてっけん)が出土され、
全国的にも有名な古墳です。
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次に、「丸墓山(まるはかやま)古墳(こふん)」です。
直径が１０５ｍもある、日本最大級の円墳で、６世紀の
初めに造られたとされています。

１５９０年に、豊臣秀吉の家臣だった石田三成が、行
田市の忍城（おしじょう）を水攻めした際に、築いた堤
も残っています。
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３つ目は、「将軍山(しょうぐんやま)古墳(こふん)」
です。このカギ穴のような形は、そう、前方後円墳です
よね。造られたのは６世紀の半ばとされています。
日本に３例しかない、馬につける道具である、「馬冑

(ばちゅう)」と、「蛇行状鉄器(だこうじょうてっき)」
が出土した古墳です。
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さきたま古墳群は、令和２年に「国指定特別史跡」に選
ばれました。
特別史跡とは、史跡の中の国宝にあたるもので、非常

に価値が高いと認められているものです。
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では、埼玉（さきたま）古墳群は、どうして「国指定
特別史跡」に選ばれたのでしょうか？
その理由を、４つのことを柱にして、調べていきま

しょう。
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それでは、１つ目の柱埼玉（さきたま）古墳群の地図
を調べてみましょう。

地図をよく見てください。古墳の数や形、大きさ、前
方後円墳が向いている方角や周りの様子など、どのよう
なことに気付きましたか？
県立史跡の博物館の資料「埼玉古墳群の地図を作ろ

う」を、ぜひ参考に調べてみてください。他にもイン
ターネットを使うと、上空からの航空写真が見られる地
図サイトもありますので、さきたま古墳群の秘密を発見
できますよ。
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埼玉（さきたま）古墳群は、現在、さきたま古墳公園
として整備され、春には、桜が咲き、また、丸墓山（ま
るはかやま）古墳の上からは行田市の中心部が見渡せま
す。近くには、古代蓮と田んぼアートで有名な「行田古
代蓮の里」もあります。

ちなみに、さきたま古墳群には９基の古墳があり、前
方後円墳はすべて同じ方向を向いています。古墳の周り
には二重の堀があります。これは、国内の他の古墳群に
は見られない特徴です。
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それでは、２つ目の柱、県立さきたま史跡の博物館を
バーチャル見学しましょう。もちろん、直接行ける方は
行ってみるとその素晴らしさが実感できます。

県立さきたま史跡の博物館のホームページでは、バー
チャル見学ができます。実際に、博物館内を見学してい
るように、見て回ることができます。
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館内には、古墳群からの出土品の実物や、復元された
ものが展示されています。それぞれの古墳の写真や解説
が示されています。
また、ミュージアムショップもあり、まが玉づくり体

験もできます。自分で作ったまが玉で、ネックレスが作
れますよ！はにわづくり体験もできる「はにわ館」もあ
り、古代のロマンを堪能（たんのう）できるスポットで
す。
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さて、３つ目の柱、「国宝 金錯銘鉄剣 (きんさくめ
いてっけん) 」に書かれている文字を、読んでみましょ
う！
読めば、国宝である理由もわかるかも？県立さきたま

史跡の博物館の資料「 国宝 金錯銘鉄剣 (きんさくめ
いてっけん)の１１５文字を読んでみよう」 を、ぜひ参
考にしてください。
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この１１５文字には、いつ作られたのか、だれが作ら
せたのかが、このように書かれています。
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そして、これらの文字から、大和(やまと)政権とつな
がりがあったこと、大王(おおきみ)が天下を治めるのに
必要なため、作ったことがわかります。
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たった１１５文字しか書かれていないのに、いつ鉄剣
が作られたのか、稲荷山（いなりやま）古墳ができたの
はいつか、誰がどのような職業だったのか、近畿（きん
き）地方の大和（やまと）政権とどのようなつながりが
あったのかがわかる、大変貴重な資料であることが分か
りますね。

15



最後に、４つめの柱、「古墳を守り、生かす活動」に
ついて調べましょう。
なんと、将軍山（しょうぐんやま）古墳は、一般の人

が古墳の中に入れるように整備されています。
中には、豪族がどのように埋葬(まいそう)されていた

のかが、わかるような展示があります。
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埼玉（さきたま）古墳群の近くには、あちこちに石碑
が建てられています。

多くの村が合併(がっぺい)し、今は行田市となってい
ますが、このあたりは昔、「さきたま村」という村でし
た。現在の「埼玉県」の由来ともなっていることから、
当時の人たちの古墳に対する思いが伝わりますね。
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県立さきたま史跡の博物館では、学校への出張授業も
行っています。出土品のレプリカを持ってきてくれたり、
古墳についてのお話をしてくれたりします。史跡を守る
ことはもちろん大切ですが、多くの人に興味を持っても
らい、その魅力や価値を理解してもらうこと、実際に見
学に来てもらうことも大切なのです。
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実は、古墳は行田市だけではなく、みなさんの身近に
あるかもしれません。
県立さきたま史跡の博物館の資料「身近な地域の古墳

を調べよう」を参考にしてみてください。
たとえば、加須市には稲荷塚(いなりづか)古墳(こふ

ん)、羽生市には永明寺(えいめいじ)古墳(こふん)があり
ます。図書やインターネットでも調べてみましょう。
現地に行くときは、交通ルールやマナーを守ってくだ

さいね。
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ここで、本日のまとめです。
・埼玉（さきたま）古墳群の大型古墳は同じ方向を向い
ていたり、二重堀があったりと共通性がある。

・国宝「金錯銘鉄剣（きんさくめいてっけん）」を含め
た出土品の価値が高い。

・古墳の中に入れるなど、展示の方法の工夫がある。
・地域の人たちが古墳の大切さを伝え、守ろうとして活
動してきた。

・学校などと連携をして多くの人に埼玉（さきたま）古
墳群を知ってもらう活動を続けている。

これらのことがわかりましたね。
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さて、今回、あなたが一番驚いたことや心に残ったこ
とはどのようなことですか。学習の振り返りを残してお
きましょう。
歴史に触れ、地域について知ること、そして地域のた

めに何ができるかを考えることが、地域の未来を創るこ
とにつながり、ＳＤＧｓの考え方にもつながります。
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以上で、東部ｄｅ学ぶ動画コンテンツ第２弾「国指定
特別史跡『埼玉古墳群』」を調べる を終わります。

ぜひ、感想等をメールで埼玉県東部教育事務所まで、
お聞かせてください。よろしくお願いいたします。

最後まで、御視聴いただき、ありがとうございました。
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